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K添加培地で培養したシイタケ菌糸における 137Cs移行・分布 

Effect of potassium on 137Cs transfer and distribution in shiitake mushroom mycelium 
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農作物における 137Csの吸収は、K共存によって抑制される。一方、シイタケ等のキノコは 137Csを集 

積することが知られているが、キノコの 137Csの吸収移行に対する Kの作用は不明である。本実験では、

シイタケ菌糸における 137Cs の吸収・移行に対する K の影響を、BAS(バイオイメージングアナライザー

システム)による RIイメージングによって検討した。

(1)異なる濃度の K添加培地で培養したシイタケ菌糸における 137Cs移行・分布

異なる K添加濃度（0, 50, 100, 150 mmol/L）で 3週間培養したシイタケ菌糸に 137Csを滴下した。滴

下 4日後に、IP （イメージングプレート）を菌糸に接触させ、3日間ごとに BASで 137Csの菌糸上の分布

の様子をイメージングした（3 日間の積算画像）。K 添加によって、シイタケ菌糸における 137Cs 移行は

促進された（図１）。   

(2)シイタケ菌糸における 137Cs移行に及ぼす培地添加アルカリ金属元素の影響

アルカリ金属元素（K, Na 各 100 mmol/L）を添加した培地で培養したシイタケ菌糸について、菌糸に

おける 137C移行・分布の様子をイメージングした。137Cs の植菌部分の分布割合は、K 添加区で大きかっ

た（図２）。同濃度の Na添加区では無処理区と同等であったため、K添加による 137Csの移行促進は、Kに

特異的な現象であることが示唆された。また、K の 137Cs 移行促進は浸透圧の作用とは考えられなかった。

なお、安定 Cs 100 mmol/Lでは、菌糸の生長が著しく阻害された。   

  図 1 添加 K 濃度と 137Cs 移行・分布の関係   図 2 137Cs の移行・分布に及ぼす K と Na の影響 
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